
　
　
　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
介

ば
そ
の
同
緯
に
期
せ
ら
れ
た
こ
ミ
を
知
り
得
る
。
宗
教
叢
四
幅
に

は
何
れ
も
そ
の
傍
に
拉
丁
文
の
詮
明
あ
り
そ
の
（
一
）
は
海
岸
に
て

入
の
溺
れ
む
¶
こ
す
る
所
ヘ
キ
リ
ス
ト
の
現
れ
た
る
圓
に
し
て
、
こ

和
馬
太
虚
第
十
四
章
第
三
十
筋
な
る
キ
リ
ス
ト
ミ
ペ
テ
ロ
ミ
の
問

答
な
る
こ
ミ
も
そ
の
拉
丁
文
の
説
明
文
に
て
明
で
あ
る
σ
（
二
）
は

キ
リ
ス
ト
が
現
れ
て
薮
入
の
懐
疑
者
を
信
仰
に
引
き
戻
せ
る
圏
、

（
三
）
は
ソ
ド
マ
イ
ト
入
が
ロ
ト
の
家
の
二
女
を
強
奪
せ
む
ε
す
る

所
へ
二
人
の
天
使
が
現
れ
て
紳
罰
を
課
し
暴
徒
を
盲
目
ミ
す
る
圖

に
て
こ
れ
ゲ
、
孝
シ
ス
第
＋
九
章
に
見
ゆ
る
も
の
、
傍
の
拉
丁
説
明

丈
に
も
暴
徒
か
殴
ら
れ
て
放
逐
せ
ら
る
謡
な
り
こ
説
明
し
て
あ
る
。

（
四
）
は
マ
リ
ア
の
像
に
し
て
上
部
に
天
主
の
半
払
の
羅
馬
字
注
音

を
書
し
、
下
部
に
非
常
の
信
仰
を
以
て
此
の
マ
リ
ア
の
圖
を
叢
く

云
云
の
拉
丁
文
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
而
し
て
モ
ニ
ヨ
ー
ラ
・
ド
・
シ

・
ア
ン
チ
ニ
ヤ
ε
あ
る
は
恐
く
は
そ
の
叢
工
の
姓
名
な
ら
む
か
ミ

考
へ
ら
れ
る
。
前
述
の
（
甲
）
（
乙
）
（
丙
）
の
文
章
は
そ
れ
く
此
の

（
哺
）
（
二
）
（
三
）
の
三
三
に
糊
癒
す
る
漢
文
の
法
語
に
し
て
、
而
も

漠
字
の
音
も
示
さ
む
が
爲
に
傍
に
羅
馬
字
を
附
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
四
文
共
に
支
那
風
に
撰
者
の
題
名
の
後
に
卵
形
噛
こ
方
形
ミ
の
r

　
　
　
　
　
　
　
　
纂
一
號
　
　
一
四
入
　
（
一
四
八
）

二
印
を
捺
す
、
何
れ
も
・
～
H
S
の
陰
文
で
、
利
砺
餐
が
支
那
風

俗
に
瀬
癒
し
て
布
敬
す
る
こ
ミ
に
努
め
た
用
意
の
程
が
充
分
に
察

せ
ら
れ
る
。
需
ほ
本
書
の
終
に
は
羅
馬
面
繋
昔
の
み
に
て
漢
文
を

肥
圃
け
v
る
一
山
久
“
ぞ
附
載
し
て
あ
る
。
か
、
之
は
覗
禺
暦
　
三
・
†
六
七
年
隅
唄
印

行
せ
ら
れ
た
注
廷
訥
の
坐
論
訂
譜
所
載
の
も
の
で
，
声
言
の
自
蹟

に
萬
青
萩
＋
三
年
利
礪
蜜
よ
り
贈
り
來
り
し
も
の
一
こ
あ
る
が
．
そ

の
詞
句
の
意
は
少
し
も
通
じ
な
い
。
之
は
實
は
（
丁
）
利
高
欝
贈
程

大
約
文
及
び
（
甲
）
信
而
歩
掛
疑
而
撃
沈
の
篇
の
羅
馬
字
注
音
を
ば

そ
の
意
味
を
考
へ
す
し
て
無
暴
に
剴
裂
鯨
載
し
た
も
の
で
、
詞
句

の
意
の
逓
じ
な
い
の
も
當
然
ミ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
陳
垣
氏
の
鞍

接
に
は
審
か
に
そ
の
墨
守
の
繧
緯
を
考
点
し
て
あ
る
。
兎
に
角
本

書
の
景
印
は
已
に
示
せ
し
も
の
ミ
想
は
れ
て
霧
海
の
史
料
を
霊
界

に
提
供
し
九
も
の
で
客
前
氏
の
勢
を
多
噛
こ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

〔
那
波
〕

翻
日
本
考
古
學

後
藤
守
一
著

　
飯
場
日
本
考
古
學
研
究
の
進
歩
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
殊
に
朝

鮮
方
面
に
於
け
る
斯
界
の
開
拓
は
多
大
の
刺
戟
を
與
へ
て
大
正
初



頭
か
ら
猿
頭
せ
る
斯
墨
の
號
展
は
著
者
の
序
言
を
待
つ
ま
で
も
な

く
重
れ
入
も
首
肯
す
る
慮
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
間
、
慧
物
強
蹟

の
論
著
報
告
は
盆
々
微
に
入
り
細
を
極
め
斯
々
者
ミ
云
へ
さ
も
綜

合
的
見
解
を
見
る
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
東
京
帝
室
畑
物
館
に

あ
っ
て
大
正
初
頭
以
降
の
斯
學
の
獲
蓬
に
關
貸
す
る
便
宜
の
地
位

に
あ
る
著
者
に
し
て
、
本
著
を
編
す
る
蓋
し
其
の
入
を
得
た
り
ミ

す
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
か
も
著
者
が
こ
れ
を
編
述
す
る
に
二
っ
て

最
も
為
る
べ
き
資
料
ε
画
学
噌
こ
に
基
い
て
み
る
鮎
は
更
に
本
書
を

上
値
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
本
邦
の
考
古
學
食
盛
史
上
に
桶
韓
機

を
な
さ
し
め
た
る
大
正
時
代
の
綜
合
的
見
解
を
知
る
上
に
於
て
本

著
の
出
現
を
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
藍
は
こ
れ
を
序
言
、
先

史
時
代
、
原
史
時
代
、
考
古
墨
研
究
法
の
自
立
に
分
ち
考
古
．
學
一

般
の
目
的
か
ら
説
蓮
し
各
時
代
の
遣
物
遣
跡
を
細
叙
し
最
後
に
其

の
研
究
法
を
以
て
結
ん
で
み
る
。
四
六
判
本
文
三
二
三
頁
に
加
ふ

る
に
豊
富
な
る
繍
囲
を
以
て
し
て
居
る
。
（
定
三
三
。
八
○
，
東
京

四
海
書
房
乱
行
）

働
日
本
原
始
糟
叢

第
十
三
巻
　
　
紹

丈
學
博
士
　
高
橋
　
健
自
著

介

　
大
正
十
四
年
七
月
以
降
去
歳
七
月
ま
で
「
國
華
」
誌
上
に
噺
績
所

載
せ
ら
れ
た
も
の
に
亀
戸
の
新
編
を
加
へ
藪
に
箪
行
本
ミ
し
て
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
六
叛
本
文
百
八
＋
三
頁
挿
話
二
十
三

を
包
括
し
て
み
る
。
毛
編
に
分
ち
先
史
時
代
に
「
沖
魚
に
於
け
る

薄
肉
彫
及
び
線
書
」
「
銅
鐸
に
於
け
る
線
霞
及
薄
肉
彫
」
を
第
一
編

¶
こ
し
、
「
埴
輪
及
陶
器
に
於
け
る
線
書
」
「
鏡
脊
に
於
け
る
薄
肉
彫
」

「
金
具
に
於
け
る
線
叢
」
「
古
墳
墓
の
壁
叢
」
を
原
史
時
代
ぐ
」
さ
れ
て

み
る
。
以
上
の
各
章
に
於
い
て
圖
霞
の
構
成
類
形
等
を
設
及
す
る

に
細
密
な
る
も
の
あ
っ
て
、
鮮
明
な
る
岡
版
ε
粗
待
っ
て
本
邦
の

原
史
総
謎
の
構
成
を
綜
合
的
に
見
る
こ
ミ
が
出
來
、
日
本
原
始
総

霞
の
集
成
翰
墨
ε
し
て
も
永
久
に
償
値
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

（
悪
馬
三
・
八
○
、
東
京
大
岡
山
書
唐
登
行
）

麟
梁
山
夫
婦
塚
ご
其
遺
物

朝
鮮
総
督
府
登
行

　
去
る
大
正
九
年
十
一
月
、
朝
鮮
慶
爾
南
道
梁
山
郡
梁
山
面
北
亭

洞
の
群
集
墳
中
の
一
横
ロ
式
石
室
獲
見
慧
物
を
細
叙
す
る
も
の
で

古
蹟
調
査
特
別
報
告
第
五
冊
帰
し
て
患
刊
さ
れ
た
。
本
墳
に
次
い

で
金
冠
、
金
鞍
、
金
鈴
、
瑞
鳳
の
各
塚
が
南
鮮
慶
州
に
於
い
て
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
九
　
（
一
四
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
介

堀
調
査
せ
ら
れ
東
亜
の
考
古
墨
界
に
多
大
の
刺
戟
を
與
へ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
本
革
は
此
等
に
先
行
し
て
獲
平
せ
ら
れ
今
ま
そ
の
調

査
報
告
に
接
す
る
も
の
で
あ
る
が
本
革
が
家
族
墓
ε
し
て
構
造
さ

れ
、
其
の
埋
糞
當
時
の
款
態
を
保
存
す
る
こ
ミ
に
於
い
て
就
中
装

身
具
の
歌
況
を
知
る
に
最
も
貴
重
な
る
資
科
を
與
へ
て
る
る
男
子

の
金
冠
、
純
金
耳
飾
（
太
輪
）
頸
飾
（
青
色
）
銀
指
環
、
銀
鋳
帯
金

銅
沓
、
環
刀
太
刀
、
に
噛
し
婦
入
に
は
寳
冠
（
樺
皮
製
銀
前
立
附
）

耳
飾
（
細
輪
）
頸
飾
（
色
彩
に
富
む
単
二
、
切
子
玉
、
塞
玉
等
）
銀

釧
、
腕
玉
、
銀
鋳
帯
、
金
銀
装
刀
子
等
で
あ
っ
て
、
互
に
共
通
す

る
も
の
以
外
に
は
性
別
に
よ
っ
て
加
作
さ
れ
て
る
る
。
而
し
て
本

墳
は
古
新
羅
時
代
の
西
暦
六
世
紀
前
後
の
も
の
ミ
認
め
ら
れ
、
慶

州
に
顯
在
す
る
も
の
ミ
ほ
望
同
心
の
填
築
を
な
す
も
の
で
あ
る
装

身
具
の
副
葬
歌
態
を
明
ら
に
す
る
こ
ざ
に
於
い
て
基
本
的
例
示
を

與
へ
る
も
の
ε
云
へ
る
。
精
細
な
る
圖
版
は
本
文
を
補
充
す
る
に

飴
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
（
四
六
四
倍
版
本
文
八
六
頁
、
岡
版
四

十
U
葉
）
〔
以
上
島
田
〕

翻
日
本
民
家
史

藤
田
　
元
春
著

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
五
〇
　
（
噌
五
〇
）

　
從
來
專
間
轟
者
の
麟
究
野
阜
ざ
し
た
我
國
の
建
築
史
は
、
宮
殿

穣
閣
に
あ
ら
す
ん
ば
聯
祉
寺
院
乃
至
は
大
名
屋
敷
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ら
の
も
の
は
、
或
は
費
物
の
現
存
す
る
も
の
多
き
に
よ
り
、
或

は
文
献
上
に
於
て
も
霜
當
の
史
料
を
残
し
て
居
る
の
で
、
そ
の
研

究
は
あ
る
程
度
ま
で
は
容
易
で
あ
っ
た
。
之
に
反
し
て
，
吾
人
の

生
活
に
最
も
深
き
閣
係
を
有
す
る
民
家
の
研
究
に
至
っ
て
は
、
民

家
そ
の
嵐
の
・
性
質
上
二
一
二
百
年
以
上
の
存
在
が
稀
で
あ
る
の
み

な
ら
す
、
三
献
の
上
に
史
料
を
求
め
る
事
も
容
易
で
は
な
く
、
礎

っ
て
建
築
史
家
の
覗
界
か
ら
は
疎
外
さ
れ
つ
、
今
日
に
及
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
然
る
に
近
時
、
史
界
の
傾
向
に
つ
れ
て
、
農
村
の
研

究
が
霞
要
視
さ
る
・
に
至
り
、
民
家
の
如
き
も
漸
く
墨
者
の
観
野

に
映
じ
縛
る
に
至
っ
た
。

　
著
者
は
人
丈
地
理
專
孜
の
學
者
で
あ
っ
て
、
民
家
の
研
究
に
思

を
潜
め
る
事
十
年
、
殆
ん
，
ご
全
國
に
亘
っ
て
實
地
を
尋
ぬ
る
傍
ら

或
は
古
文
書
に
、
或
は
製
鋼
に
、
或
は
登
掘
品
に
、
民
家
に
關
す

る
資
料
を
渉
猟
し
こ
れ
を
講
外
國
の
そ
れ
、
こ
酎
照
し
て
藪
に
…
巻

の
書
ε
な
し
、
世
に
隅
う
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
第
一
篇
で
は
、
屋
根
の
形
態
並
び
に
葺
方
を
細
説
し
、
第
二
篇


